
 

 

 

 

                            2021 年 6 月 25 日 

ジャパンベストレスキューシステム株式会社 

 

持続可能な社会の構築に貢献するスタートアップを支援 

株式会社ミライ菜園の第三者割当増資引受に関するお知らせ 
SDGs への貢献と事業拡大に向けた新たなアプローチを加速 

 

総合生活トラブル解決サービスを展開するジャパンベストレスキューシステム株式会社(本社：名

古屋市中区、代表取締役：榊原暢宏、東証一部：2453、以下当社)は、AI を活用した病害虫診断アプ

リ「SCIBAI(サイバイ)」を提供する株式会社ミライ菜園(本社：名古屋市中村区、代表取締役：畠山

友史、以下ミライ菜園)と 6 月 25 日に株式引受契約を締結したことをお知らせいたします。 

 

出資背景と目的 

当社は主力である会員事業において、主に生活トラブル解決と住宅設備の延長保証の 2 つのサービス

を提供しています。これらのサービスを提供する上で必要なコンタクトセンターや、全国でお客様にサ

ービスを提供できるパートナー店といったインフラは、他のサービスにも幅広く活用できます。 
 

当社は愛知県主催のアクセラレータープログラム Aichi open innovation accelerator 2020 の中で

特に大きな事業シナジーの組成が見込まれたミライ菜園と連携し、食の循環を丸ごとサポートする新サ

ービス「MEGLAS-めぐらす-」の実証実験を進めております。 
 

実証実験は今後のサービス設計や運営上の様々な課題を洗い出すことを目的としており、参加してく

ださったユーザーからのフィードバックを得つつ、多くの農作物が収穫期を終える今冬の実験終了に向

けて、順調に実績の蓄積を進めております。 
 

ミライ菜園の取り組み 

 

 

 

 

 

  

 

ミライ菜園はビジョンである「もっと、自然と寄り添う」の下で、野菜を育てる暮らしをサポートす

る事業を展開しています。病害虫診断アプリ「SCIBAI」は、スマートフォンで写真を撮るだけで野菜

の病害虫を特定する AI を備え、利用者同士で育て方のコツやお悩みを相談できる SNS 機能もありま

す。家庭菜園に取り組む人同士を繋ぐ SNS としては国内最大級の会員数を誇り、現在も成長を続けて

おります。 

SCIBAI
-サイバイ -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

実証実験を進めている食の循環を丸ごとサポートする新サービス「MEGLAS-めぐらす-」では、野菜

を育てる→食べる→土に還す、の循環をベランダで感じてもらうというコンセプトの下、家庭菜園未経

験者に対して必要な資材一式と共に、経験豊富なプロの農家による栽培指導を提供しています。 
 

出資内容の詳細 

 今回の出資によって当社は、住と食に跨る家庭菜園市場で展開するミライ菜園の事業拡大を支援しま

す。ミライ菜園の事業拡大は、住生活に密接に関わる当社との協業の可能性も拡げるものであり、両社

の事業シナジーによって以下のような効果を期待しております。 

 

引受株式 普通株式 

払込金額 金 10,000,000 円 

払込期日 2021 年 6 月 30 日(水) 

 

1) 既存サービスの相互送客による事業拡大 

コロナ禍によってさらに成長したと言われる市場規模 1,000 万人のガーデニング・家庭菜園市場の

中で、ミライ菜園は当面 100 万人を目標に事業拡大を図っています。一方で当社は集合住宅市場を中

心に 100 万人規模のサービスが複数あり、両社で異なるドメインのお客様と接点を持てます。 

2) ミライ菜園サービスのマネタイズ強化による投資リターン獲得 

当社は会員数 260 万人(2021 年 3 月末時点)の会員事業で高い収益を上げており、ミライ菜園が抱

えているマネタイズの課題に共同で取り組みます。ミライ菜園の収益性が上がることは、株主となる

当社にとってリターンの期待に繋がります。 

3) 農業従事者を SNS で繋ぐことによる新たな産業基盤の構築 

ミライ菜園は趣味の家庭菜園を入り口に、ユーザーのレベルアップを応援し、将来的には担い手不

足が深刻な農業分野で、相互に人材派遣が可能な仕組みづくりを目指しています。休耕地の活用や余

剰資材の融通等、ミライ菜園には国内の農業政策を変える大きな可能性が秘められています。 



SDGs への貢献 

 

 

 

 

 

 

当社が経営理念である「困っている人を助ける」を実践するために取り組む提携戦略は「17 パート

ナーシップで目標を達成しよう」に貢献しており、事業成長そのものが持続可能な社会の構築に貢献し

ていると考えております。 

またミライ菜園のような優良なスタートアップに対する各種支援は「9 産業と技術革新の基盤をつく

ろう」に貢献するものとして、サービス内容拡大に繋げるべく積極的に取り組んでおります。 

 

会社概要 

■JBR 会社概要 

会社名： ジャパンベストレスキューシステム株式会社 

代表者： 代表取締役 榊原 暢宏 

所在地： 名古屋市中区錦 1-10-20 アーバンネット伏見ビル 5Ｆ    

設 立： 1997 年 2 月 

U R L： https://www.jbr.co.jp/ (コーポレートサイト) 

      https://sq.jbr.co.jp/ (サービスサイト) 

 

■ミライ菜園 会社概要 

会社名： 株式会社ミライ菜園 

代表者： 代表取締役  畠山 友史 

所在地： 名古屋市中村区平池町四丁目 60 番地 12 号 グローバルゲート１１F 

創 業： 2019 年 5 月 

U R L： https://www.mirai-scien.com/ 

 

【本プレスリリースに関するお問い合わせ先】 

ジャパンベストレスキューシステム株式会社 

担当 ： 経営企画室 新矢 

T E L ：  052-212-9908 E-Mail： ir@jbr.co.jp 

https://www.jbr.co.jp/
https://sq.jbr.co.jp/
https://www.mirai-scien.com/
mailto:ir@jbr.co.jp

